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【改訂】第 1 版（2012-03-07）
【科目】アルゴリズム論
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】生産システム工学専攻・学年共通
【担当教員】

濱田 幸弘

【授業目標・教育方針】
[1] 基本的なデータ構造とアルゴリズムの基礎知識を習得すること。
[2] アルゴリズムの基本設計技法を習得すること。
[3] 基本的なソーティングアルゴリズムとそれらの時間計算量を把握すること。
[4] 最小全域木を構成するアルゴリズムを理解すること。
[5] グラフを探索するアルゴリズムを理解すること。
[6] 最短経路問題を解くアルゴリズムを理解すること。
[7] 最大フロー問題を解くアルゴリズムを理解すること。

【授業概要】
本科目の総授業時間数は 22.5 時間である。
基本的なデータ構造、アルゴリズムの基礎知識、アルゴリズムの基本設計技法、ソーティングアルゴリズム、および
グラフアルゴリズムを学ぶ。データ構造はデータの集まりとデータ間の結合関係を表現したものである。アルゴリズ
ムは問題を解くための計算の手続きで、その手続きで計算すれば有限時間内に必ず答えを出して計算が終了するよう
なものをいう。データ構造とアルゴリズムは言わばプログラムの素であり、効率のよいプログラムを作成するために
不可欠な知識である。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：アルゴリズムの基礎：五十嵐善英、西谷泰昭：コロナ社

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
講義 ( ノート PC と液晶プロジェクタを使用 )

【メッセージ】
考える力を養うこと。受講に当たっては、C 言語によるプログラミングを習得しておくことが望ましい。

【備考】
プログラム言語についてある程度の知識があることが望ましいが、必須ではない。
中間試験は授業時間内に行う。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：50%，期末試験：50%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．
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【授業計画】（授業名：アルゴリズム論）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 回 アルゴリズムの基礎知識 アルゴリズム、計算量、オーダについて解説する。
2 回 基本的なデータ構造 1/2 リスト、スタック、キューについて解説する。
3 回 基本的なデータ構造 2/2 ヒープ、グラフ、木について解説する。
4 回 再帰法と再帰方程式 再帰法について解説する。再帰的手続きの時間計算量

は再帰方程式で表されるので、それを解く手法につい
て説明する。

5 回 素朴なソーティングアルゴリズ
ムと決定木

単純挿入法、単純選択法、バブルソートについて解説
する。また、決定木を用いて比較によるソーティング
における比較回数の解析を行う。

6 回 最適なソーティングアルゴリズ
ム

最悪時間計算量が最適であるマージソートとヒープ
ソートについて解説する。

7 回 クイックソートとバケットソー
ト

クイックソートについて解説する。また、要素同士の
比較を行わないバケットソートについて解説する。

8 回 最小全域木を構成するアルゴリ
ズム 1/2

Kruskal のアルゴリズムと集合操作のアルゴリズムにつ
いて解説する。

9 回 最小全域木を構成するアルゴリ
ズム 2/2

Prim のアルゴリズムについて解説する。

10 回 グラフを探索するアルゴリズム 深さ優先探索アルゴリズムと幅優先探索アルゴリズム
について解説する。

11 回 最短経路問題を解くアルゴリズ
ム 1/2

単一頂点からの最短経路を求める Dijkstra のアルゴリ
ズムについて解説する。

12 回 最短経路問題を解くアルゴリズ
ム 2/2

単一頂点からの最短経路を求める Bellman-Ford のアル
ゴリズムとすべての頂点間の最短経路を求める Floyd
のアルゴリズムについて解説する。

13 回 最大フロー問題を解くアルゴリ
ズム 1/2

Ford-Fulkerson のアルゴリズムと Edmonds-Karp のアル
ゴリズムについて解説する。

14 回 最大フロー問題を解くアルゴリ
ズム 2/2

Push-relabel アルゴリズムについて解説する。
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